
平
成
十
年
十
月
六
日
受
領 

答

弁

第

七

号 

      

衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
行
刑
施
設
職
員
の
労
働
条
件
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
四
三
第
七
号 

平
成
十
年
十
月
六
日 

衆

議

院

議

長 
伊 

 

宗 

一 

郎 

殿 

 

内
閣
総
理
大
臣 

小 

渕 

恵 

三 

 

一 

 



 

一
の
2
に
つ
い
て 

一
の
1
に
つ
い
て 

刑
務
官
固
有
の
職
務
を
規
定
し
て
い
る
法
令
に
は
、
監
獄
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
二
十
八
号
）
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭 

 

和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
、
囚
人
及 

 

刑
事
被
告
人
押
送
規
則
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
四
百
十
五
号
）
、
囚
人
及
刑
事
被
告
人
押
送
細
則
（
明
治
三
十
年
内
務
省
令 

 

第
三
十
七
号
）
、
監
獄
法
施
行
規
則
（
明
治
四
十
一
年
司
法
省
令
第
十
八
号
）
、
未
決
拘
禁
者
二
対
ス
ル
自
弁
物
品
取
扱
規 

 

則
（
昭
和
三
年
司
法
省
令
第
一
号
）
、
行
刑
累
進
処
遇
令
（
昭
和
八
年
司
法
省
令
第
三
十
五
号
）
、
刑
務
所
、
少
年
刑
務
所 

 
 

及
び
拘
置
所
組
織
規
程
（
平
成
五
年
法
務
省
令
第
十
三
号
）
、
被
収
容
者
の
領
置
物
の
管
理
に
関
す
る
規
則
（
平
成
九
年
法 

 

務
省
令
第
三
十
八
号
）
等
が
あ
る
。 

御
質
問
の
「
国
際
準
則
」
の
意
義
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
例
え
ば
、
被
拘
禁
者
処
遇
最
低
基
準
規
則
（
千
九
百

五
十
七
年
（
昭
和
三
十
二
年
）
国
際
連
合
経
済
社
会
理
事
会
承
認
）
は
、
刑
務
官
の
任
務
等
に
つ
い
て
の
規
定
を
有
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
規
則
は
、
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
各
国
の
行
刑
立
法
及
び
実
務
運
営
に
当
た
り
、
そ 

衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
行
刑
施
設
職
員
の
労
働
条
件
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

二
の
2
に
つ
い
て 

二
の
1
に
つ
い
て 

     

れ
ぞ
れ
の
法
律
的
、
経
済
的
、
社
会
的
条
件
等
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
指
導
理
念
と
し
て
尊
重
し
、
可
能
な
限
り
充
足
に
努

力
す
べ
き
国
際
的
な
基
準
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。 

刑
務
官
に
適
用
さ
れ
る
諸
手
当
の
種
類
及
び
平
成
九
年
度
に
お
け
る
支
給
実
績
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、

勤
務
時
間
を
基
礎
に
支
給
さ
れ
る
手
当
の
平
成
九
年
度
に
お
け
る
適
用
時
間
数
は
、
超
過
勤
務
手
当
四
百
五
十
九
万
二
千
二

百
九
時
間
、
休
日
給
五
十
六
万
四
千
三
百
十
三
時
間
及
び
夜
勤
手
当
百
六
十
四
万
二
百
六
時
間
で
あ
る
。 

刑
務
官
に
対
し
て
は
、
公
安
職
俸
給
表
（
一
）
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。 

四 

 



 

五 

      

三
の
1
に
つ
い
て 

二
の
3
に
つ
い
て 

平
成
九
年
度
に
お
け
る
刑
務
官
に
対
す
る
超
過
勤
務
手
当
の
一
時
間
当
た
り
の
平
均
支
給
額
は
約
二
千
三
百
四
十
五
円
、

適
用
時
間
数
は
四
百
五
十
九
万
二
千
二
百
九
時
間
（
刑
務
官
一
人
当
た
り
の
一
か
月
の
平
均
超
過
勤
務
時
間
数
は
約
二
十

五
・
四
時
間
）
、
支
給
総
額
は
百
七
億
六
千
八
百
二
十
万
三
千
六
百
五
十
七
円
、
適
用
人
数
は
一
万
五
千
九
十
一
人
で
あ 

 
 

る
。 

（
注
） 

単
位
当
た
り
の
金
額
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
一
人
平
均
支
給
額
を
記
載
し
た
。 

 



 

六 

平
成
九
年
度
に
お
け
る
刑
務
官
一
人
当
た
り
の
一
週
間
の
平
均
勤
務
時
間
数
は
約
四
十
四
・
一
時
間
で
あ
り
、
一
年
間
の

平
均
勤
務
時
間
数
は
約
二
千
三
百
一
・
七
時
間
で
あ
る
。 

三
の
2
に
つ
い
て 

平
成
九
年
度
に
お
け
る
刑
務
官
一
人
当
た
り
の
一
週
間
の
平
均
超
過
勤
務
時
間
数
は
約
五
・
八
時
間
で
あ
り
、
一
年
間
の

平
均
超
過
勤
務
時
間
数
は
約
三
百
四
・
三
時
間
で
あ
る
。 

三
の
3
に
つ
い
て 

     

特
別
休
暇
の
内
訳
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

平
成
九
年
度
に
お
け
る
刑
務
官
の
休
暇
の
取
得
状
況
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 



 

      
ま
た
、
平
成
九
年
度
に
お
け
る
刑
務
官
一
人
当
た
り
の
年
次
休
暇
の
消
化
率
は
、
一
年
間
の
年
次
休
暇
日
数
を
二
十
日
と

し
た
場
合
に
お
い
て
、
約
三
十
六
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。 

（
注
） 

特
別
休
暇
の
種
類
中
、「
結
婚
に
関
す
る
も
の
」
と
は
人
事
院
規
則
一
五
―
一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及

び
休
暇
）
第
二
十
二
条
第
五
号
に
係
る
も
の
を
、「
出
産
に
関
す
る
も
の
」
と
は
同
条
第
六
号
、
第
七
号
及
び
第
九

号
に
係
る
も
の
を
、
「
親
族
死
亡
等
に
関
す
る
も
の
」
と
は
同
条
第
十
号
及
び
第
十
一
号
に
係
る
も
の
を
、
「
夏
季

休
暇
」
と
は
同
条
第
十
二
号
に
係
る
も
の
を
、「
そ
の
他
」
と
は
こ
れ
ら
以
外
の
特
別
休
暇
を
、
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て

い
る
。 

七 

 



 

四
の
3
に
つ
い
て 

四
の
2
に
つ
い
て 

四
の
1
に
つ
い
て 

四
の
1
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
御
質
問
に
係
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
管
区
外
へ
の

異
動
は
行
わ
な
い
扱
い
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
施
設
の
新
設
又
は
廃
止
の
場
合
、
業
務
遂
行
に
有
用
な
専
門
的
知
識
等
の

有
効
な
活
用
を
図
る
べ
き
事
情
が
あ
る
場
合
、
特
段
の
考
慮
を
す
べ
き
個
人
的
事
情
が
あ
る
場
合
等
に
お
い
て
、
任
命
権
者

が
個
別
に
検
討
し
た
結
果
、
例
外
的
に
管
区
外
へ
の
異
動
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
従
前
か
ら
行
っ
て
き
て
お
り
、
現
在
も 

 

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
平
成
八
年
度
以
降
、
組
織
の
活
性
化
を
図
る
な
ど
の
観
点
か
ら
、
従
前
は
、
所
属
す
る
施
設
の
本
所
と
支
所
と
の

間
の
異
動
を
除
き
、
原
則
と
し
て
施
設
を
異
に
す
る
異
動
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
た
職
員
（
初
等
科
研
修
の
み
を
卒
業
し
た

者
）
に
つ
い
て
も
、
異
動
が
あ
り
得
る
扱
い
と
し
た
が
、
採
用
施
設
を
所
管
す
る
矯
正
管
区
地
域
内
を
異
動
の
範
囲
と
す
る

原
則
は
、
変
更
し
て
い
な
い
。 

御
質
問
に
係
る
職
員
の
異
動
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。 

八 

 



 

九 

現
在
把
握
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
矯
正
管
区
内
で
の
異
動
の
実
績
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

  

ま
た
、
現
在
把
握
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
例
外
的
な
管
区
外
へ
の
異
動
の
実
績
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

  

四
の
4
に
つ
い
て 

   

四
の
2
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
管
区
外
へ
の
異
動
の
取
扱
い
は
変
更
し
て
い
な
い
。
な
お
、
従
前
か
ら
の
例

外
的
取
扱
い
と
し
て
、
管
区
外
へ
異
動
と
な
っ
た
者
の
性
別
、
平
均
年
齢
及
び
異
動
の
結
果
単
身
赴
任
と
な
っ
た
者
の
数 

 

は
、
現
在
把
握
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 



 

五
の
2
に
つ
い
て 

五
の
1
に
つ
い
て 

  
初
等
科
研
修
は
、
新
た
に
刑
務
官
に
任
用
さ
れ
た
者
全
員
を
対
象
と
し
、
刑
務
官
と
し
て
必
要
な
学
術
及
び
技
能
を
修
得

さ
せ
る
た
め
の
基
礎
的
教
育
訓
練
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
全
国
八
か
所
に
設
け
ら
れ
た
矯
正
研
修
支
所
に
お
け
る
集
合
研
修

を
約
二
か
月
間
実
施
し
、
そ
の
後
採
用
施
設
に
お
け
る
実
務
研
修
を
約
六
か
月
間
実
施
し
て
い
る
。
研
修
内
容
と
し
て
は
、

憲
法
、
行
刑
法
等
の
基
本
法
令
、
心
理
学
、
教
育
学
等
の
関
連
行
動
科
学
等
に
つ
い
て
の
講
義
、
演
習
の
ほ
か
、
行
動
訓 

 
 

練
、
護
身
術
の
実
技
訓
練
等
を
実
施
し
て
い
る
。 

一
〇 

刑
務
官
の
昇
任
は
、
五
の
1
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
初
等
科
研
修
、
初
級
幹
部
職
員
と
し
て
必
要
な
学
術
及
び
技
能
を

修
得
さ
せ
る
た
め
の
教
育
訓
練
を
行
う
中
等
科
研
修
並
び
に
上
級
幹
部
職
員
と
し
て
必
要
な
学
術
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る

た
め
の
教
育
訓
練
を
行
う
高
等
科
研
修
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
の
有
無
に
よ
り
区
分
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
管
理

す
る
制
度
と
し
て
い
る
。 

 



 

六
に
つ
い
て 

刑
務
官
の
福
利
厚
生
制
度
と
し
て
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
十
三
条
第
一
項
及
び

こ
れ
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
福
利
厚
生
基
本
計
画
（
平
成
三
年
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
並
び
に
関
係
人
事
院
規
則
に
基
づ
き
、

健
康
の
保
持
増
進
、
安
全
管
理
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
等
ほ
か
の
国
家
公
務
員
と
同
様
の
福
利
厚
生
施
策 

 
 

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
に
基
づ
く
共
済
組
合
に
お
い

て
、
長
期
給
付
、
短
期
給
付
及
び
福
祉
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、
初
等
科
研
修
の
み
を
卒
業
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
主
任
矯
正
処
遇
官
（
公
安
職
俸
給
表
（
一
）
四
級
）
ま
で

の
任
用
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験
に
合
格
し
た
こ
と
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
又
は
中
等
科
研
修

入
所
試
験
に
合
格
し
た
者
で
、
同
研
修
を
卒
業
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
高
等
科
研
修
を
卒
業
し
た
者
を
除
き
、
係
長
等
（
公

安
職
俸
給
表
（
一
）
五
級
）
ま
で
の
任
用
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
中
級
管
理
科
研
修
入
所
試
験
に
合
格
し
、
同
研
修
を

卒
業
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
課
長
相
当
職
へ
の
昇
任
の
道
も
開
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
に
合
格

し
た
こ
と
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
又
は
中
等
科
研
修
卒
業
後
に
高
等
科
研
修
入
所
試
験
に
合
格
し
た
者
で
、
同
研
修
を
卒
業

し
た
者
に
つ
い
て
は
、
課
長
相
当
職
以
上
の
役
職
へ
の
任
用
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
一 

 



 

一
二 

七
の
1
に
つ
い
て 

「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
」
（
千
九
百
九
十
四
年
（
平
成
六
年
）
第
四
十
九
回
国
際
連
合
総
会
決
議
）
に
関
す
る 

 

国
内
行
動
計
画
に
お
い
て
、
刑
務
所
、
拘
置
所
、
少
年
院
、
少
年
鑑
別
所
等
の
矯
正
施
設
に
お
け
る
被
収
容
者
の
人
権
の
尊

重
を
図
る
観
点
か
ら
、
矯
正
施
設
の
職
員
の
各
種
研
修
に
お
け
る
人
権
教
育
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
施
設
の
監
督
職
員

に
対
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

七
の
2
に
つ
い
て 

「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
」
に
関
す
る
国
内
行
動
計
画
に
基
づ
く
人
権
教
育
の
推
進
の
た
め
、
刑
務
官
に
対
す
る

各
種
の
研
修
に
お
い
て
、
被
収
容
者
の
権
利
保
障
及
び
権
利
制
限
に
係
る
研
修
、
被
収
容
者
の
人
権
に
関
す
る
条
約
等
に
係

る
研
修
及
び
主
な
人
権
問
題
に
係
る
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。 

八
の
1
に
つ
い
て 

  

刑
務
官
の
年
齢
構
成
の
推
移
は
、
現
在
把
握
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 



 

一
三 

       

（
注
） 

昭
和
五
十
九
年
度
及
び
平
成
六
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
七
月
一
日
現
在
、
そ
の
他
の
年
度
に
つ
い
て
は
四
月
一
日

現
在
に
お
け
る
刑
務
官
の
年
齢
構
成
の
百
分
率
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
六
十
一
年
度
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
な
い
。 

 

八
の
2
に
つ
い
て 

刑
務
官
の
採
用
数
の
推
移
は
、
現
在
把
握
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

 



 

 

             

一
四 



 

一
五 

（
注
） 

中
途
採
用
者
数
は
、
採
用
前
に
職
歴
を
有
し
て
い
た
者
の
数
で
あ
る
。 

八
の
3
に
つ
い
て 

刑
務
官
の
退
職
者
数
の
推
移
は
、
現
在
把
握
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

         

（
注
） 

（ 

）
内
は
、
定
年
退
職
者
数
（
定
年
制
は
昭
和
五
十
九
年
度
施
行
）
で
あ
り
、
内
数
で
あ
る
。 

 



 

一
六 

八
の
4
に
つ
い
て 

刑
務
官
の
自
殺
者
数
は
、
現
在
把
握
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

         

九
の
1
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
「
被
収
容
者
の
動
作
要
領
に
つ
い
て
」
は
、
施
設
の
規
律
及
び
秩
序
の
維
持
、
被
収
容
者
の
安
全
や
健
康
の
確 

 



 

九
の
2
に
つ
い
て 

十
の
1
に
つ
い
て 

保
等
の
た
め
、
一
般
社
会
の
通
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、
作
業
中
の
動
作
、
居
房
内
の
動
作
、
連
行
時
等
の
動
作
等
の
被
収
容
者

の
日
常
生
活
又
は
処
遇
場
面
に
お
け
る
一
定
の
行
動
や
動
作
に
つ
き
、
必
要
な
制
限
を
課
す
る
な
ど
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ

る
又
は
許
さ
れ
る
と
思
料
さ
れ
る
範
囲
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
文
書
は
、
平
成
九
年
九
月
二
十
九
日
に
法
務
省
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
被
収
容
者
処
遇
対
策
協
議
会
に
お
け
る

被
収
容
者
の
動
作
要
領
に
関
す
る
協
議
経
過
等
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
文
書
は
、
同
年
十
一
月
十
日
、

矯
正
局
保
安
課
か
ら
矯
正
管
区
及
び
矯
正
研
修
所
へ
参
考
送
付
さ
れ
、
施
設
運
営
に
当
た
り
活
用
す
べ
き
も
の
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
て
い
る
。 

御
質
問
に
係
る
各
事
案
に
関
す
る
報
告
書
の
表
題
は
、
「
職
員
事
故
報
告
」
及
び
「
自
殺
事
故
報
告
」
で
あ
り
、
平
成
九 

 
 

年
六
月
か
ら
平
成
十
年
五
月
ま
で
の
間
、
主
な
「
職
員
事
故
報
告
」
は
五
件
あ
り
、
「
自
殺
事
故
報
告
」
は
十
一
件
あ
っ 

 
 

 

た
。 そ

の
具
体
的
内
容
は
、
右
の
「
職
員
事
故
報
告
」
に
つ
い
て
は
、
①
姫
路
少
年
刑
務
所
の
看
守
が
、
平
成
九
年
十
一
月
こ 

一
七 

 



 

 

一
八 

ろ
、
自
己
所
有
の
携
帯
電
話
を
計
六
名
の
受
刑
者
に
貸
与
し
、
多
数
回
に
わ
た
り
家
族
等
と
通
話
さ
せ
た
も
の
、
②
神
戸
刑

務
所
の
看
守
が
、
平
成
七
年
五
月
こ
ろ
、
出
所
者
二
名
か
ら
、
神
戸
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
て
い
た
間
の
生
活
管
理
等
に
関 

 

し
、
有
利
便
宜
な
取
り
計
ら
い
を
受
け
た
こ
と
の
謝
礼
と
し
て
、
現
金
五
十
万
円
の
賄
賂
を
受
け
取
っ
た
も
の
、
③
松
山
刑

務
所
の
看
守
部
長
が
、
平
成
五
年
六
月
こ
ろ
か
ら
平
成
九
年
十
二
月
こ
ろ
ま
で
の
間
に
、
職
員
食
堂
の
原
材
料
費
等
の
中
か

ら
約
九
百
万
円
の
金
員
を
横
領
し
た
も
の
、
④
奈
良
少
年
刑
務
所
の
看
守
部
長
が
、
昭
和
六
十
年
春
こ
ろ
か
ら
平
成
十
年
三

月
ま
で
の
間
、
常
習
的
に
自
動
車
の
無
免
許
運
転
を
し
た
も
の
、
⑤
平
成
十
年
一
月
、
大
分
刑
務
所
に
お
い
て
、
受
刑
者
の

身
分
帳
簿
一
冊
が
紛
失
し
た
も
の
に
関
し
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
自
殺
事
故
報
告
」
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
被
収
容
者 

 

が
縊い

首
に
よ
り
自
殺
し
た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

十
の
2
に
つ
い
て 

御
質
問
に
係
る
対
策
と
し
て
は
、
「
職
員
事
故
報
告
」
に
関
し
て
は
、
職
務
の
適
正
な
執
行
及
び
公
務
員
倫
理
に
関
す
る 

 

研
修
等
の
充
実
、
職
員
の
身
上
関
係
等
の
的
確
な
把
握
及
び
身
上
相
談
の
一
層
の
充
実
並
び
に
職
務
に
不
要
な
物
の
所
内
へ

の
持
込
み
の
禁
止
及
び
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
、
「
自
殺
事
故
報
告
」
に
関
し
て
は
、
施
設
の
設
備
、
構
造
等
の
物
的
な 

 

状
況
の
点
検
並
び
に
個
々
の
被
収
容
者
の
心
情
及
び
動
静
の
把
握
の
徹
底
を
当
該
施
設
に
指
示
す
る
な
ど
し
た
。 


